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「私わたくしの故郷ふるさとの、亞米利加アメリカの大おほきな竹藪たけやぶには、尾をの尖さきに樂器がくきを持もつた蛇へびが棲すんで、其それが通とほる時ときにはチリチリといふ音おとがするんですよ。

　それから、大おほきいの、毒どくのあるの、色いろの美うつくしいの、優やさしい性質せいしつのもあります。よく人ひとに馴なれて、敎をしへると藝げいを覺おぼえるのもあります。蛇へびの種類しゆるいは數かぞへ切きれないほどある中なかに、おもしろいのは其その尾をの鳴なるのと、最もう一種いつしゆ、連續蛇れんぞくじやといひまして、五分ぶ一寸すん位ぐらゐづゝに、體からだを刻きざんで打棄うつちやると、フツといつて、一切ひときれが天窓あたま、フツといつて、又また一切ひときれが胴どうに附着くツついて、そして視みて居ゐる内うちに、頭あたまから尾をの尖さきまで舊もとの通とほりの長蟲ながむしになつて、草叢くさむらに入はひつて行いきますよ。」

　恁かう言いつて話はなしたのは、地方ちはうに居ゐた某なにがしといふ宣敎師せんけうしの妹君いもうとぎみで、學校がくかうの初級しよきふを預あづかつた、りゝかといふ令孃れいぢやうであつた。一個ひとりの少年せうねんは、其その學校がくかうの廣場ひろばに植うわつた碧桐あをぎりの幹みきに背せを持もたせ、水兵すゐへいのやうに腕組うでぐみをしながら、藤色ふぢいろに紅くれなゐの緣へりを取とつた上着うはぎに、白茶色しろちやいろの裳もすそを曳ひいて、小ちひさなごむ靴ぐつを穿はいた姿すがたを見みて、然さも樂たのしげに聞惚きゝとれた。

　髪かみを引上ひきあげて束たばねた時ときより、搔垂かいたれて細ほそい雪ゆきのやうな頸くびにふツくりと結むすんだ方はうが、年紀としより二ふたツ三みツ長たけて二十三四に見みえるけれども、一層いつそう氣高けだかくツて可いい。今日けふのりゝかの顏かほを見みつゝ、此この外國ぐわいこくの蛇へびの話はなしを聞きいて居ゐる少年せうねんは、自分じぶんの師しで且かつ年上としうへのりゝかを目もくするに、國王こくわうに不思議ふしぎな物語ものがたりをする宰相さいしやうの姫君ひめぎみ、を以もつてした。少年せうねんは此頃このごろ（あらびやんないと）を讀よんで、魂たましひを奪うばはれて居ゐたのであるから。

　そして自みづからひそかに、妹いもうとぎみの如ごとき一人にんのきゝてを以もつて任にんじて居ゐたに違ちがひはなからう。
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　一體いつたい此頃このごろ學校がくかうの二階にかいにあつた寄宿舍きしゆくしやでは、專もつぱら「雪中梅せつちうばい、」が行おこなはれて、基もとゐだの、猛たけしだの、名士めいしと豪傑がうけつばかり居ゐたのである。が、這この少年せうねんは談話室だんわしつに備そなへてあつた、郵便いうびん報知新聞はうちしんぶんの、行商かうしやうりうしあすが、魔法使まはふつかひの藥くすりを間違まちがへて、驢馬ろばになつて薔薇ばらの花はなを食たべる話はなし、また鴻こうの鳥とりになつたぼへみやの國王こくわうの話はなしなどに魅入みいられて、道みちを行ゆく馬うまをも、垣根かきねに咲さいた薔薇ばらの花はなをも、立たつて凝視みつめるやうになつて居ゐたのであるから、太いたく此このりゝかの風采ふうさいと、尾をの鳴なる蛇へび、結むすびつく蛇へびの話はなしに動うごかされた。

　熱心ねつしんな新敎しんけうの信者しんじやで、淑德しゆくとくを備そなへて、學問がくもんがあつて、宗敎しうけうのために身みを犧牲いけにへにして、波濤萬里はたうばんりを越こえて、合衆國がつしうこくから家兄かけいとともに日本につぽんの然しかも僻陬へきすうの地ちに來くる位くらゐ、見識けんしきも氣象きしやうもあつて、其上そのうへ心こゝろ優やさしいりゝか、課業くわげふを果はてて後のちも、數學すうがくや、漢籍かんせきや、他たの諸先生しよせんせいとともには退ひかず、二階にかいに上あがつて、彼方かなた此方こなた寄宿舍きしゆくしやの彼かの名士めいし豪傑がうけつの部屋々々へや〳〵を見舞みまふのが例れいであつた。

　然しかるについ二三日にち前まへ、りゝかは平時いつもの通とほり寄宿舍きしゆくしやを音信おとづれて、五番室ごばんしつの戸とを外そとからこと〳〵と叩たゝくと、響ひゞきに應おうじて内うちへ請しやうじた、六疊ろくでふの部屋へやに立向たちむかふと、煙草たばこの煙けむりが朦々もう〳〵と天井てんじやうを籠こめて居ゐた。劇藥げきやくの粉こなを嗅かぐよりも可恐おそろしい、其その毒どくに面おもてを打うたれて、りゝかは血ちが上あがつて、背後うしろへ卒倒そつたうしようとしたことがある。

　元來ぐわんらい基督敎キリストけう組織そしきの學校がくかうで、飲酒いんしゆと喫煙きつえんは嚴禁げんきんしてあつた。校外生かうぐわいせいの制裁せいさいは兎とも角かくも、豫あらかじめ誓ちかひを立たてた寄宿きしゆくだけには、此この禁きんを犯をかす者ものはなからうと信しんじて居ゐたりゝかは、五番室ごばんしつの其その失態しつたいを悲かなしんで、昨日きのふも、一昨日をとゝひも、病氣びやうきだといつて引籠ひきこもつたのである。

　五番室ごばんしつの塾生じゆくせいは、松崎まつざきといふ、二十四五の色いろの白しろい、きちんと髪かみを分わけた、はんけちにも額ひたひにも香水かうすゐの滴したゝる美男子びなんし。

　之これにりゝかが氣きがあるといふ評判ひやうばんだつた。

　大方おほかた其それは彼かの松崎まつざきが、其その香水かうすゐも手巾はんけちも靴くつも白皙はくせきなる其その顏かほ、手足てあしとともに、極きはめて西洋的せいやうてきである處ところから、割出わりだした風説ふうせつであらう。

　松崎まつざきは才子さいしである。譬たとへばいんぶりい氏の會話くわいわの諳誦あんしようを怠なまけて、日課につくわの質問しつもんに窮きうしたにせよ、人ひとは皆みな知しりません、忘わすれましたといつて引下ひきさがるのに、松崎まつざきは愁然しうぜんとして、（りゝか、濟すみません）とばかり差俯向さしうつむいて、哀あはれを請こふのである。りゝかは其樣子そのやうすを見みると、氣きの毒どくさうに、（お溫習さらひをしませんでしたか。）

（唯々はい、否いゝえ、多分たぶんお溫習さらひをしなかつたのでありませう、何故なぜなら、私わたくしは答こたへが出來できませんから、）といつて益々ます〳〵しをらしい。

　りゝかは之これを聞きくと、常つねに同情どうじやうを表へうして、深ふかく過怠くわたいを命めいぜぬが例れいであつた。異おつう樣子やうすの可いいことを言いつてはぐらかすぢやあないか、と流眄しりめにかける者ものもあつた。毛色けいろの變かはつた御機嫌ごきげんの取方とりかただ、と冷ひやかす者ものもあつた、が、いづれ、罵のゝしる者ものにも、冷ひやかす者ものにも、りゝかが渠かれを愛あいすることは齊ひとしく認みとめられて居ゐたのであるが。……

　殊ことに前日ぜんじつ、體操場たいさうばのふらこゝに乘のつた一人ひとりが、はずんで振ふつた鐵てつの輪わが、折惡をりあしく行合ゆきあはせた松崎まつざきの、身みを交かはす暇ひまなく、額ひたひが破やぶれて、血ちの流ながるゝ怪我けがをしたので、療養れうやうのため寄宿舍きしゆくしやを辭じして、暫しばらく自宅じたくに引籠ひきこもつたことがあつた。

　りゝかは橫鞍よこぐらを置おいた馬うまに乘のつて、革かはの鞭むちを擧あげながら、急いそぎ松崎まつざきの宅たくに怪我けがを見舞みまつて、そして唇くちびるも、顏かほの色いろも褪さめるまで血ちの色いろを失うしなひ、繃帶はうたいをして寢ねて居ゐる狀さまを、正面しやうめんから見みるに忍しのびない、といつて、橫顏よこがほで取とつた一葉えふの寫眞しやしんを送おくつて、學校がくかうでした過失あやまちなれば、監督かんとくの行屆ゆきとゞかぬ自分じぶんの罪つみを謝しやするため、りゝかが付添つきそつて看病かんびやうをすると思おもつて枕許まくらもとに置おいて欲ほしいといふ、細こまやかな心盡こゝろづくし。

　橫顏よこがほの寫眞しやしんは鼻はな高たかく、目めが大おほきく、髪かみが房々ふさ〳〵と、頤おとがひ細ほそく、氣高けだかく美うつくしく見みえて、りゝかの寫眞しやしんの内うちでも最もつとも容色ようしよくの勝すぐれたのである。然さらぬだに兎角とかく人ひとの口くちの端はに懸かゝつたのが、其事そのことのあつてからは、又また仰々きやう〳〵しくなつた。

　けれども（あらびやんないと）に於おける妹君いもうとぎみ、卽すなはち此處こゝに面白おもしろい蛇へびの物語ものがたりを聞きいて居ゐる少年せうねんは、其その嘗かつて學校がくかうの歸途かへるさに他たの小兒せうにと喧嘩けんくわをして、對手あひてを痛いためつけて追遣おひやつたは可いいが、自分じぶんも砂すなまぶれになつて擦切すりきつた二にの腕うでを甜なめて居ゐる背後うしろに、おなじ歸途かへるさなるりゝかが立たつて、あれほど言いつて置おくに、何故なぜ喧嘩けんくわをする、汝等なんじらの敵てきを愛あいせよ、貴方あなたは忘わすれました、といつて、涙なみだぐんだことを知しつて居ゐる。

　尚なほ過日くわじつ、松崎まつざきとりゝかと、少年せうねんが之これを伴ともなつて郊外かうぐわいを歩行あるいた時とき、唯とある田圃道たんぼみちの畝あぜを仕切しきつて、菊きくの花はなが植うゑてあつて、黃菊きぎくの輪りんの大おほきいのを松崎まつざきが一枝ひとえだ折をつて、りゝかの胸むねに插ささうとすると、（花はなは難有ありがたいけれども、之これはあなたの所有しよいうではありません、盗賊どろばうね！）といつて可恐おそろしい顏かほをして見みせて、笑わらつて受取うけとらなかつたことも知しつて居ゐるから、人ひとの風説うはさを聞きいても、少すこしも信しんじなかつた。又またそれが若もし事實じじつであつたら、僕ぼくは、りゝかをこそぐり殺ころして了しまつて、……追おつて來きたるべき其その悲かなしい運命うんめいを見みないやうにすると、今いまも食堂しよくだうで氣燄きえんを吐はいた。妹君いもうとぎみは、食卓しよくたくに足あしを蹈ふみかけて、腕白わんぱくな、其そのまゝ硝子窓がらすまどから廣庭ひろにはへ飛下とびおりて、其處そこの雜草ざつさうの中なかに輪わを仕懸しかけた、クリツケツトの對手あひてをと、槌つちを取とつて眗みまはしたけれども、いづれも、猛たけし、基もとゐの輩やから、然さる子供こどもらしい遊戲いうぎの、仲間入なかまいりをするものといつては無なかつたので、徒いたづらに草くさの葉はを敲たゝきながら、唯と見みると、一箇いつこ石造せきざうの井戸ゐどの輪わが轉ころがつて居ゐた。

　此これは、賄方まかなひかたが新あらたに井戸ゐどを掘ほると云いつて用意よういをしたのが、經濟上けいざいじやう、其そのまゝ沙汰さた止やみになつて居ゐたものである。

　少年せうねんは目めを付つけて、飜然ひらり、其上そのうへへ飛上とびあがる、爪つまさきで動うごかして、くる〳〵とまはしたが、クリツケツトの槌つちで、體たいを支さゝへて前まへへ出でるのは然さまでにはない、背後うしろへ身みを引ひくのが離はなれ業わざであつて、少年せうねんは幾度いくたびも體たいの中心ちうしんを失うしなつて仰向あをむけに草くさの上うへへ轉ころんだ。

　寄宿舍きしゆくしやの窓まどからは頬杖ほゝづゑを支ついたのやら、頤おとがひを支さゝへたのやら、半身はんしん乘出のりだしたのやら、四よツ五いつツ名仕めいしと豪傑がうけつの顏かほが出でて、井戸側ゐどがはから落おちる每ごとに、拍手喝采はくしゆかつさい。

　輝かゞやく太陽たいやうの色いろに面おもてを染そめて、最後さいごにむツくと起おきて、又また石いしの上うへへ飛上とびあがつた時とき、思おもひがけずりゝかが校舍かうしやの石段いしだんを下くだつて來きたのであつた。

　惟おもふに、嬌瞋けうしんを發はつして二日ふつか休やすんだ彼かの五番室ごばんしつの、既すでに此頃このごろは額ひたひの疵きずが癒いえて再ふたゝび寄宿舍きしゆくしやへ歸かへつて居ゐた松崎まつざきが、禁きんを犯をかして盟ちかひを破やぶつた莨たばこに激げきして、二階にかいに寄よらない、歸かへりがけであらう。

　突然いきなり、（貴方あなたおもしろいことをなさいます、）と輕業かるわざの前まへに立塞たちふさがつたから、少年せうねんは慌あわたゞしく井戸側ゐどがはを乘棄のりすてて、極きまりの惡わるさうに後退あとすざりをして、りゝかに瞻みまもらるゝ面おもて晴はれがましく、日ひの光ひかりの眩まぶしさ、碧桐あをぎりの蔭かげに入はひつたのである。

　りゝかは日曜日にちえうびの會堂くわいだうに集あつまる小兒こどもにも、渠等かれら學校がくかうの生徒せいとに、日課につくわを敎をしへるのに馴なれて、日用にちようの日本語につぽんごはすら〳〵と綴つゞることを得えたが、何なにを何どうして間違まちがへたか、此このおもしろいといふ言葉ことばの範圍はんゐを、極きはめて廣ひろく扱あつかつた。

　をかしな人ひとだ、と言いふ處ところへも、飛とんでもない、と言いふ場合ばあひにも、不思議ふしぎな、と言いふべき處ところでも、怪けしからん、といふ事ことにも、すべて、一いつのおもしろいなる言ことばを以もつて當嵌あてはめるのである。

　勿論もちろん、喧嘩けんくわをしてたしなめられた時ときも、おもしろい事ことをしては可いけませんといふのを聞きいたし、今いま輕業かるわざを叱しかつた時ときも、恁かういつた、屹きつと松崎まつざきの怪我けがを聞きいて吃驚びつくりした時ときには、大變たいへんとあらうのに、まあ、おもしろい！と言いつたであらう。

　で、爰こゝに少年せうねんは、危あぶないといふことから、草叢くさむらといふことから、こんな暖あたゝかな日ひといふ處ところから、一種いつしゆの意味いみが連續れんぞくした。おもしろい蛇へびの話はなしを聞きいたのであつた。

　繰返くりかへすまでもない、鴻こうの鳥とりになつたぼへみやの王樣わうさまの話はなし、驢馬ろばになつた男をとこの話はなしに興味きようみを持もつて、髪かみの長ながい老僧らうそうや、目めの窪くぼんだ敎師けうしや、伽藍がらんの屋根やねや、古ふるい橋はしや、幽邃いうすゐな川かはや、巖窟がんくつの蛙かへる、棟むねの烏からす、薔薇ばらの花はなはいふに及およばず、木きにも草くさにも心こゝろを置おいて居ゐる好奇心かうきしんの強つよい少年せうねんは、此時このとき、りゝかの狀さまを、九十九夜あらびやんないとの物語ものがたりをする姫ひめのやうに思おもひ取とつて、やがて其それは、國君こくくんの心こゝろを慰なぐさむるために、不可思議ふかしぎなる福音ふくいんを齎もたらして、天てんより下くだし給たまへる仙媛せんゑんであらう。其その美うつくしさも、氣高けだかさも、人ひとには過すぎると思おもつたのである。

　恁かゝる少年せうねんも、以前いぜん、渠かれが家いへとおなじ町内ちやうないの、唯とある荒物屋あらものやの、仔細しさいあつて近隣きんりんの人々ひと〴〵に忌いみ憎にくまれて商あきなひがなくなり、寂さびれ果はてた店前てんぜんに、一ある日曜日にちえうびの朝あさをはじめとして、基督キリストの敎會けうくわいが開ひらかれた時分じぶんには、其その家いへの前まへを通とほることも快こゝろよしとしなかつたのに。……

　軈やがてりゝかが奏かなづるオルガンの音ねと、讚美歌さんびかの聲こゑを怪あやしんで、恐々こは〴〵差覗さしのぞいて見みるやうになり、立留たちどまつて聞きくやうになり、立草臥たちくたびれて腰こしを掛かけるやうになると、いつの間まにか座敷ざしきに入はひつて、りゝかの手てから繪札カアドを貰もらふやうになつた。

　鳥とりが人間にんげんの言ことばを語かたつたら、聞きく人ひとはいかに其その耳みゝを傾かたむけるであらう。聞馴きゝなれたりゝかの、殊ことに髪容かみかたちも服裝みなりも、我わが人間界にんげんかいにあるまじき、雲くもに駕がした天女てんによのやうな人ひとの口くちから、おなじ言葉ことばを以もつてものいはるゝ、一言一句いちごんいつくと雖いへども、能よく胸むねに響ひゞいて、心こゝろを動うごかされ、從したがつて人情にんじやうも、我われにかはらず、優やさしさも、可懷なつかしさも異ことなることのないのが知しれると、敢あへていはゆる耶蘇敎やそけうの信徒しんとといへば、必かならず磔はりつけにかゝつて死しぬものとは限かぎらないことが解わかつて、追おつて、あからさまに假かりの其その荒物屋あらものやの店みせの、日曜學校にちえうがくかうへ出入でいりしたのである。

　然されば、珍めづらしいものに接せつして、聲こゑを聞きいて、綺麗きれいな繪ゑを得えらるゝ日曜にちえうを樂たのしみにして居ゐたが、一日あるひ齒はが痛いたんで行ゆかなかつた。そして學校がくかうの濟すむ時分じぶん、町家風まちやふうなる父ちゝの住居すまひの、二階にかいの窓まどから齲齒むしばを壓おさへて、茫然ぼんやり往來ゆききを視ながめて居ゐると、内儀ないぎ、娘むすめ、魚屋さかなや、丁稚でつちの行交ゆきかふ中なかを、今日けふは何云どういふ道みちを取とつたか、りゝかは馬うまに乘のつて、大おほきく目めの下したに顯あらはれた。帽子ばうしを飾かざつた眞白ましろな鳥とりの羽はねは、颯さつと向むかう前まへの山やまおろしに戰そよいで、見みるに、ちら〳〵する目めの前まへへ、弗ふと打仰うちあふいだ、氣高けだかい顏かほは、廂ひさしの上うへで、高たかく少年せうねんと面おもてを合あはせた。

　（お内うちは此處こゝなの）といふ内うちも上下うへしたに身みの搖ゆるゝ絲いとのやうな後姿うしろすがたは馬うまの尾をを吹ふく風かぜに靡なびいて、町中まちなかの樫かしの梢こずゑにかくれた。

　翌日あくるひ、早速さつそく、次つぎの日曜にちえうまでは待またれないで、りゝかの館やかたへ、可懷なつかしい顏かほを見みようと思おもつて行いつた。もとより家うちへ遊あそびに來こよ、と日曜每にちえうごとに言いはれたのであつたけれども、親おやの手てから苧環をだまきの絲いとを身みにつけて、寶剣はうけんでも提ひつさげて入いらなければ、心細こゝろぼそく、樣子やうすの知しれぬ西洋館せいやうくわんへ、一人ひとり行ゆくのは良やゝ氣怯きおくれがしたために、其日そのひまで猶豫ためらつたくらゐであつたが、山國やまぐにの城跡しろあとの大手おほてを其そのまゝに構かまへて、森もりの中なかに巍然ぎぜんとして聳そびえた三層樓さんそうろう、卽すなはちうゐりえむ家けの彼處かしこの一室いつしつにりゝかありと思おもひながら、我わが亞細亞アジア人種じんしゆを隔へだてたやうな、晝間ひるまも、嚴いかめしく鎖とざし固かためた門もんを開あける術すべも知しらず、行戻ゆきもどりして、やがて、裏手うらてへ廻まはると藪やぶの中なかに畝うねり畝うねり路みちと竝ならんだ板塀いたべいがあつて、淋さびしいから人通ひとどほりはない。

　表門おもてもんからは森もりに隱かくれて、僅わづかに其外壁そのそとべいばかり仰あふがるゝが、其處そこからは却かへつて窓まども見みえ、萌黃もえぎの窓掛まどかけも見みえて、そして窓まどの前まへの欄干らんかんも見みえたので、藪やぶをうしろに立たつて居ゐると、寂寞せきばくとして人ひとの氣勢けはひもない。大廈たいかの窓まどへ、天てんから降ふつたる如ごとく、衝つと、藤色ふぢいろの姿すがたがあらはれたが、件くだんの欄干らんかんの内うちなる高樓たかどのの廊下らうかと覺おぼしき處ところへ、身みを投出なげいだしたやうに立たつた。

　遙はるかに響ひゞく流ながれの音おと、其その大河おほかはの景色けしきをや打眺うちながむる？　しかし少年せうねんは、心咎こゝろとがめがしたので、飜然ひらりと身みを躱かはして忍しのんだが、這こはいかに、背せに打掛うちかけた板塀いたべいは恰あたかも戸とで、不意ふいにばくりと口くちを開あけたから、吃驚びつくりして飛退とびのいた目めの前さきへ、藤色ふぢいろの姿すがた、板塀いたべいの黑くろい處ところへ色いろも映うつるやうに鮮麗あざやかにあらはれて、おゝ！──それから館やかたで日ひを暮くらして歸かへつた。

　で、足あしも繁しげくなると、言葉ことばも覺おぼえ、字じも習ならつた。少年せうねんは詰つまり恁かゝりしため、朋友ほういうには疎うとんぜられ、敎師けうしには憎にくまれて、己おのが市立しりつの學校がくかうには籍せきを置おき兼かねたために、件くだんの敎會けうくわいの手てで開ひらかれた學校がくかうに轉てんじたのであつた。

　然されば椅子いすにかゝり、卓子テイブルに向むかつて、親したしくりゝかの敎をしへを請うくるやうになつて、愛あいの念ねんは益々ます〳〵深ふかくなり增まさり、おのが身みに取とつて、此上このうへに又またもののないやうな思おもひがして、果はては、相あひ對たいする時ときは、恐おそるゝとはなしに、頭かうべを低たるゝやうにもなつた。
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「りゝかさん、尾をの尖さきの鳴なる蛇へびは日本につぽんにも居ゐようと思おもふんです。」

　うゐりえむ家けの令孃れいぢやうは、片手かたてをふつくりした其その胸むねにあてて、打傾うちかたむき、

「否いゝえ、そんなものは私わたくしの故郷こきやうにだつて居をりはしませんよ。」

「何故なぜ、それでも此間こなひだ藪やぶの中なかを通とほるつて言いつたでせう。」

「あの、然さうね、學校がくかうの庭にはで言いひましたつけ。其それはね、つい私わたくしが思違おもひちがひをしたんです。いつか佛蘭西フランスの田舍ゐなかで一ある百姓家ひやくしやうやの爺ぢいさんが、博物館はくぶつくわんへ獻けんじて、勳章くんしやうを貰もらはうと思おもつて、十五年ねんかゝつて蛇へびの種類しゆるいを、丁ちやうど三千幾種さんぜんいくしゆといふのを集あつめて、最もう些ちつとと思おもつて、空櫃からびつの中なかへ封ふうじ籠こめて置おいた、其その箱はこが壞こはれて、ありつたけの蛇へびが這はつて出でたので、毒蛇どくじやに咬かまれて人死ひとじにがあつたといつて、罪つみに行おこなはれたことがありましたね。」

「えゝ。」

「其中そのなかにだつて、そんなおもしろいのはありませんでした。譬たとひ居ゐましてもね、南みなみ亞米利加アメリカの熱帶ねつたいの林はやしの中なかで、人ひとを食たべる土人どじんだつて棲すむことの出來できないやうな、地獄ぢごくよりもつと恐おそろしい處ところに居ゐるんでせう。お國くにになんぞ居ゐるものですか。」と語かたるも憚はゞかるやうな調子てうしである。

　少年せうねんは恍惚うつとりした夢ゆめを見みるやうに目めを睜みはつて、

「僕ぼくは、あの、其それでも屹きつと居ゐるんだらうと思おもふんです、本當ほんたうです。」

「まあ、一體いつたい何處どこに。」

「藪やぶん中なかに、其それも直すぐ此裏このうらなんです。ね、先生せんせいが僕ぼくを内うちへ入いれて遊あそばして下くだすつた、彼あの板塀いたべいの向むかうの竹藪たけやぶなんです。えゝ、昔むかし何なんだつていひます。矢張やつぱりキリシタンといつた時分じぶん、禁制きんぜいを犯をかした若わかい女をんながあつて、上かみへ知しれました。色々いろ〳〵拷問がうもんをしても白狀はくじうやうしなかつたつていひます。それだもんだから、役人やくにんが一條ひとすぢ幾錢いくらづゝといふ觸ふれを出だすと、其それこそ今いまのお話はなしのやうに方々はう〴〵から幾千いくせんとなく獻けんじたでせう。其それと一所いつしよに其その女をんなを大瓶おほがめに入いれて埋うづんだのが彼あの藪やぶですつて。僕ぼくは何なんにもそんなことは知しらないで居ゐたんですが、此間こなひだお話はなしを聞きいて、おもしろくツてならないもんですから、山やまにでも、谷たににでも、そんなものが居ゐやしまいかと思おもひ〳〵、一昨日をとゝひの晩方ばんかた、又またあの裏木戸うらきどから入はひらうと思おもつて、何なにか考かんがへながら少時しばらく立たつてますとね、藪やぶがざわ〳〵して、そして雀すゞめが澤山たくさんちう〳〵ツて囀さへづつて居ゐたでせう。

　西日にしびは射さして暖あたゝかいし、何なんだか嬉うれしいやうで、ぢつと聞きいて居ゐたんです。さうすると、一ひとツ止やみ、二ふたツ止やみ、段々だん〳〵靜しづかになつて行いくと思おもふと、何どうしたんだか、チリゝン、チリゝンてツて、藪やぶの中なかで鳴出なきだしたんです。

　あ！………雀すゞめの聲こゑが段々だん〳〵鈴すゞの音おとに化ばけて來きたよ、とおもしろかつた内うちに、フト彼あの尾をの鳴なるのに考かんがへついたの。りゝかさん、其それから垣根かきねも何なんにもないんですから突然いきなり入はひつて探さがしたけれども……見當みあたりはしなかつたのです。

　歸かへつてから人ひとに聞きいて見みますとね、その昔むかしの其それでせう。山やまかゞしだの、何なんだの、いろんなのが居ゐて、今いまでも國くにぢや、一番いちばん蛇へびの多おほい處ところだつて言いつたぢやありませんか。

　占しめたと思おもつて、今朝けさから探さがしてるんですけれど、未まだ何なんにも居ゐやしない。ですが、屹度きつと居ゐることは居ゐます、摑つかまへたら見みせませう。」

　聞きいて居ゐる内うちに、りゝかは眞蒼まつさをになつたがわなゝきながら少年せうねんを瞻みつめる目めに、はら〳〵と落涙らくるゐして、それほど私わたくしを信しんずる者ものが、どんなに眞心まごころを以もつて賴たのむやうに勸すゝめても、未まだ洗禮せんれいを受うけようとはせぬ。そして其その蛇へびを探さがすのも、猶なほ凡すべてに於おいて、知しらず〳〵惡魔あくまに近ちかづくのである。私わたくしは貴方あなたの喜よろこぶ顏かほを見みたさに、ついうつかり、おもしろいことを聞きかせた、といつて、片手かたてで顏かほを蔽おほひながら、その胸むねに十字じふじを記きした。


底本：「鏡花全集　卷五」岩波書店

　　　1940（昭和15）年3月30日第1刷発行

　　　1974（昭和49）年3月4日第2刷発行
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※この作品には、今日からみれば、不適切と受け取られる可能性のある表現がみられます。その旨をここに記載した上で、そのままの形で作品を公開します。
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